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和田維四郎年譜

和田維四郎
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筆者はかつて初代地質調査所長和田維四郎の生涯

と業績についてその一端を本誌だと1)に紹介したこと

がある.しかし当時は彼のまとまった伝記というも

のがたかったためいろいろな文献をあさって地質調

査所長東大教授鉱山局長製鉄所長官と多彩な生涯

の足跡を追うのが精一はいでとてもそれぞれの分野で

果たした彼の役割を十分検討するまでには至らなかった､

その後多くの方々からいろいろとご指摘やご助言をい

ただきたいへん参考になったが筆を執る機会もなく

そのまま今日に至ってしまった.

ところカミ最近専修大学の佐々木享助教授の多方面

にわたる精力的た調査の結果ようやく和田維四郎の全

貌が明らかにたってきた2).日本の地学吏の上からば

かりでたく明治時代の鉱工業発達史の上からもその

意義はきわめて大きい.そこで本文では地質調査所

創立90年にちなみ佐々木氏の成果をもとにこれに地

質学･鉱物学関係の資料を補充して和田緯四郎年譜を

まとめてみることにした.

1856年安政3年

1870年明治3年

1873年明治6年

1875年明治8年

年譜

3月15目3)若狭国(福井県)小浜

藩士和田逸五郎義質(転甫)の三

男に生まる.

小浜藩の貢進士として上京.10月

大学南校(開成所)に入学.

4月10目新設の開成学校鉱山学科

(ドイツ語科)に入学.シェンク

(KA肌ScH酬｡K)に鉱物学を学ぶ.

7月東京開成学校の鉱山学科廃止､

同校助教となり製作学教場で鉱物

1876年明治9年

1877年明治10年

1878年明治11年

今井功

学講議.

8月17日ナウマン(EDlmNDNAT

MANN)来日.ナウマンと和困文

部省金石取調所主任とたる.

3月『各府県金石試験記明治八

年分』(72頁文部省)刊.

『明治九年各府県金石試験記』(104

頁文部省)刊.

ロイニス著和困訳『金石学4)』(278

頁右隣堂明治9年11月稟准の序

あり)なる.

1月19目ナウマン･ミノレン(JoHN

MILNE)らと伊豆大島火山調査に出

発.22日帰京.(火山に関する

本邦最初の学術調査).

4月12目東京大学設立.ナウマ

ンは理学部の金石学及地質学教授に

和田は同助教とたる.

8月ナウマン著和田訳“大島火山

記5)"(学芸志村第1冊p.1-40

付図8)､

“火山略説"(学芸志村第1冊p.

41-47上記論文の付録として).

8月～11月に上野で開催された第1

回内国勧業博覧会の審査官とたる.

この博覧会に出品中の主要鉱物標本.

を買い求む.

『金石識別表』(167真東大理学部)刊.

4月16日から2週間ナウマンおよ

び学生2名と武蔵･上野･甲斐3

国の地質実習旅行6).

5月3目内務省地理局に地質課設

置(課長荒井郁之助).

5月13目内務省御用掛として東

大から地質課に移籍.

10月『本邦金石崎誌』(123真東

大理学部.4月1目付序あり)刊,�
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1879年明治12年

1880年明治13年

2月『晶形学』(本文143頁文部

省)刊.2月下旬より伊豆国地質

調査7).

6月20目橋爪源太郎と共著『静岡

県管下伊豆国地質取調報告』(52真

地理局)刊.

6月30目地質課長心得とたる.

6月勧農局地質課『内国地質調査

施行之主意』(41頁ナウマンの意

見書を訳出解説したもの和囲の筆

と考えられる4月稿)刊.

8月神田の松岡直清の長女崎と

結婚8).9月より第ユ区調査地域

(東京･神奈川･静岡･山梨･長野･

群馬･埼玉)検分のため巡回.

1885年明治18年

美濃･近江産黄玉石についてSitz-

ungsbeエichtederGese11schaftN伽

tmwissenschaft1icheエFreundezur

Ber1in(1884)に寄稿14〕.(toPaz

の結晶の研究のはじまり).

『DieKaiser1ichegeo1ogischeReL

chsansta1tvonJapan15)』(R.FRIEl〕･

L五NDER&So皿NBE肌IN)刊.

9月29目～10月4目ベノレリンで開

催された第3回万国地質学会議16)に

日本を代表して出席.秋17)帰国.

10月東大理学部教授兼務鉱物学

担当.

10月28目地質調査所地質局に昇

格.局長心得と在る.

1881年明治14年

1882年明治15年

1883年明治16年

1884年明治17年

4月7目農商務省設置.地質課

は農商務省農務局に所属.和閏

課長となる.

7月26目東大理学部講師どたり

フラウンス(DAwDB趾UNs)を補佐

F.ZIR醐Lの『Diemikroskopische

Bescha笛enheitderMlinera1ienund

Gesteine』(1873)を訳述講議9〕する.

2月13目地質課農商務省直轄ど

たり地質調査所と改称iO〕.和田

所長とたる.

2月16目目本地震学会(明治13年

3月11目創立)で｢富士山について｣

講演11〕.

6月30目東京地学協会例会におけ

るナウマンの講演｢日本地形地質実

査12)｣を通訳.

“NoteonFujiyama"(Transac.Seis.

SOc･JapanvOl･4p･31-37).

2月5目各国の地質調査事業を学

ぶためヨｰロッパヘ出張.ベノレ

リン大学でウェブスキｰ(W珊sKY)

に鉱物学を学ぶ.ベルリンでは

中沢岩太･藤沢利喜太郎と3人で

MoabitのB･upPで間借り生活をす

る13),

1886年明治19年

1887年明治20年

1888年明治21年

1889年明治22年

1890年明治23年

1月目本鉱業会(明治18年1月28

目創立)理事となる.

3月6目地質局長となる.

9月9目農商務省参事官となる.

7月17目より約10日大塚専一と磐

梯山(7月15目噴火)調査18).

“宝石鑑別法κ(地学会誌甲部

第2輯第2巻p.65-93).

1月地質･土性調査事業監督のた

め愛知･三重県下視察19〕.

“宝石鑑別法"(地学雑誌第1集

2巻P.51-55).

4月より6月まで大分･広島･鳥

取･石川･新潟各県下の地質調査事

業巡検.

9月16目農商務省鉱山局長兼務.

10月『宝玉誌』(101頁敬業杜)刊.

3月『地質局事業十年間報告』(76

頁)刊.

4月4目～26目生野･三池･高島

の各鉱山視察.

6月20目地質局地質調査所と改

称.

8月『坑法論』刊.

9月25目鉱業条例公布(明治25年�
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1891年明治24年

1892年明治25年

1893年明治26年

6月1目施行和田が原案起草).

11月大阪府ほか2県の鉱山視察.

1月栃木･福島県下の鉱山視察.

!月“鉱業ノ進歩"(同本鉱業会誌

第71号P.!-4).

4月初旬別子銅川視察.

7月理科大学教授退官.

9月初旬秋田県下鉱山視察.

『帝国鉱山法』刊.

2月“鉄業条例制定ノ理由"(円木

鉱業会誌第84号p137-44).

6月28目農商務省製鋼事業調査会

委員となる.

8月釜石鉄山および北海道炭田視

察.

9月3岬製鋼事業調査会農商務

大臣宛復申書提出.

10月1目農商務省鉱業諮問合(明

治25年9月設立)会長となる.

12月2!日東京地学協会と地学会の

合併協議会に横山又次郎代理鈴木敏

とともに地学会側代表として出席20).

12月25目東京地学協会と地学会の

合併成立.和田地学協会幹事と

なる.

1894年

明治27年1月帝国大学講師(非常勤)とた

る.鉱業法制講議.

“本邦石炭の供給は如何"(地学雑誌

第6集第61号P.1-5第62号

､P･6ユｰ66).

1895年明治28年

1896年明治29年

1897年明治30年

2月28目日本鉱業会の終身会員と

たる.

3月31目地質調査所長･鉱山局長

辞任.

4月地質調査所員一同より記念

晶として金牌その他を贈らる2i).

4月“鉱業条例ノ改正二就テ"(同

本鉱業会誌第9浄昏p.155-68).

8月21目農商務省臨時製鉄事業調

査会委員となる.

9月“日本石炭ノ将来"(R本鉱業

会誌第103号p･399-415).1898年明治31年

10月27目臨時製鉄事業調査会｢釜

石及び仙人鉄山巡視報告22)｣提出.

12月“本邦石炭の供給は如何"(地1899年明治32年

学雑誌第5集60号P.604-609).

『TheMiningIndustryofJapan23)』

刊.

2月9□日本鉱業会副会長となる.

4月父舷甫74才で没24).

5月15r1製鉄事業調査会委員とた

る.

12刀御料局生野支庁長心得とたる.

3月“鉱業ト国ノ経済"(r1本鉱業

会誌第133号p.89-95).

“製鉄事業将来の希望"(日本鉱業会

･誌号外｢第四回内国勧業博覧会審査

報青抜輩｣明治29年3月P.31-38).

5月16目御料局技師中沢拷大同

渡辺渡と連名で生野鉱川払下げに

関し意見書25凝川.

ユ0月生野鉱川三菱へ払下げ.

3月“貨幣制度ノ改革二就テ"(r1

本鉱業会誌第145号p.73-89).

4月“鉱毒二親テ"(同本鉱業会誌

第146号P.129-132).

4月“本邦所産銀塊ノ処分二就テ"

(r寸本鉱業会誌第146号P.133-

���

10月6目製鉄所(明治29年4月1

日発足)2代長官とたる.帝国大

学講師･員本鉱業会副会長辞任.

10月農商務大臣に製鉄所の計画

の拡張と予算の増額を主張する｢意

見書｣提川.

11月3r1上海で漢陽製鉄所技師長

トッペ(G-ToPPE)と会見一.5日

雇傭契約を結ぶ.

6月｢製鉄所創業順序之件伺｣提

川.

3月20日製鉄所の大島遣太郎技監

と中国視察に出発.22目上海者.

以後漢陽の鉄廠視察武昌で湖広

総督張之洞と会見大冶鉄山視察.�



一51一

1900年明治33年

1901年明治34年

1902年明治35年

1903年明治36年

1904年明治37年

4月7巨漢陽鉄政局督弁盛宣懐と

大冶鉄鉱石購人契約調印.

5月f乍美方法実地調査･外国技師

および職工傭人れその他の件でト

ッペとともにドイツヘ出張.

9月281,1ノ'一七およびシュメノレツ

ェノレと技師雇傭契約この頃グｰ

テホフヌンク製鉄所より職工!2名傭

入れ契約26).

!月2〕車1いでベルツ(ERwINB一

犯%)にあう27).

2月｢作業ノ方針二代伺｣提出.

5月22目｢兵器用鋼材製造に関す

る意見｣提出.

6月契約中の鉄鉱石の品位改言下の

ため中国に渡る.同月21日改

正契約調印.

11月21目東京地学協会幹事辞任･

4月51ゴ農商務大臣宛｢作業上外

国人使用ノ作｣提出.

4月20日大臣宛｢外国技師解雇ノ

件二付事庸具申｣提出.

11月週目製鉄所作業開始式.長

官として経過報告28)を行なう.

2月4日製鉄所長官休職.

2月22目目本鉱業会会長となる

(大島高任の後任).

5月より地質調査所の金原信泰･小

川琢治らと北支･中支の鉱業視察･

5月天津で宝石蒐集29).

!1月“清国二於ケル炭山ノ現況"

(日本鉱業会誌第213号p.665-

���

!0月31〕東京地質学会例会で｢1｣

本鉱物の研究｣につき講演30).

“DieSchnユuckundEde1s亡einebei

denChinesen害1)"(Mittei1ungender

Gese11schaft砧rNatur-undV61ke一

工良undeOstasiensvo1.10no.1)

6月23目『日本鉱物誌』(281頁

図版305月下流の自序あり)刊.

1905年明治38年

1906年明治39年

8月小川琢治による英訳版『Mi-

nera1sofJapan』(144頁図版30

7月3!目付和田の自序あり)なる.

8月“鉱物の新術語と研究に就き

て"(地質学雑誌第11巻p.330-

㌳㌩�

11月“甲乙二地に於けるダンビュ

ｰライトの結晶の習慣"(地質学雑

誌第!1巻p.497-49852).

12月5目地質談話会で｢原田博士

の逸事｣について講演.

2月“三十七年中に於ける我国鉱

業の概況(雑報)"(日本鉱業会誌

第240号P.136-138).

3月“鉱業法ノ論評"(日本鉱業会

誌第24!号p.!65-200).

5月“田の上山に於ける狼鉄鉱と

錫石"(地質学雑誌第12巻p.160

���

rBeitr註gezurMinera1ogievon

Japan｣(日本鉱物資料)を自費出版

(～1915鎚)).

“DerF1uoritvonObira,Bungo"

(Beitr註gezurMlinera1ogievon姜

Japann0･1p･16).

“GrosseTridy皿itkrysta11evonIshi-

ga㎜iya㎜a,Higo"(Ibid.no.1P.!7).

“EinePseudomorphosevonKup-

ferg1anznachB1eig1anzマ｡nOsar吐

穡睡���剩�捨甬��物�琩∀

������

韓国政府鉱業顧問とたる34).

1月ヨｰロッパ旅行へ出発.イ

ギリスからアメリカヘ渡り7月26

日帰朝.

“OnNaegite"(Beitr註gezurMi-

neralogieY0nJapann〔).2P.23-

㈵�

“Chemica1Ana1ysesofSomeJa-

1〕aneseMinera玉s"(Ibid.no.2P.53

一一55).

“TheNatura1EtchingofaTopaz

Cエysta1froInTanokamiya㎜a"(Ibid.

湯�����
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1907年

1909年

明治40年

明治42年

1910年明治43年

“Enaエgiteo壬Kinkwaseki,theIs1and

潦�楷慮∨���漬����

9月“欧米漫遊所感"(日本鉱業会

誌第259号P.637-671).

12月大阪島田硝子合資会社顧間と

なる.

2月目本鉱業会会長辞任.同会

名誉会員とたる.

5月“鉱業家ノ団体二就イチ"(日

本鉱業会誌第267号p･312-316)･

7月15目『本邦鉱物標本』(本文

301頁5月下流の緒言あり)刊.

10月鉱山懇話会設立35).常務委

員となる.

!2月“独逸国らいん州うえすとふ

ありあ州しんじけ一と成立の顛末"

(日本鉱業会誌第298号p.1281-

�〶�

1月“独逸国らいん州うえすとふ

ありあ州しんじけ一と成立の顛末"

(日本鉱業会誌第299号p･1-25).

4月30目農商務省生産調査会(明

治43年4月1目設立)委員となる.

アメリカ鉱業会(A㎜e工icanInstitute

OfM三㎡ngEng三neer)の名誉会員と

たる畠6).

1917年大正6年

1918年大正7年

1920年大正9年

あとがき

しがきあり)刊.

5月20目『嵯峨本考』(54頁挿

画40図稲とじ大判の豪華本審美

書院印刷3月上院の緒言あり)刊.

5月製鉄事業調査会委員となる.

6月同会政府へ答申書提出.

8月8日和田の還暦を記念し神

保小虎･滝本鐙三･福地信世増訂

『日本鉱物誌』(本文357頁本邦鉱

物産地一覧表35頁3月上流の和田

の序あり)発行.

9月金属鉱業研究所設立a8)所長

となる.

貴族院議員(勅選)とたる.

ユ2月東京地学協会副会長となる.

“予カミ予言は斯くて的中せん"(朝鮮

鉱業会誌第1巻第1号p.2-4).

『訪書余録s9)』(全六篇9月行緒

言あり)刊.

12月20目東京市牛込区市ケ谷薬王

寺町82番地の自宅で病逝.享年64

才.法名は覚照院殿義山英徳居士.

墓は高野山にある.

1911年明治44年

1914年

3月アメリカ鉱業会員歓迎委員会

委員長となる(アメリカ鉱業会員80

余名11月3目一2ユ目滞目).

10月鉱山懇話会幹事とたる.

､大正3年春酉和尚久学･浅田亀吉を伴い

2か月間北支･中支の炭田を調査.

10月20目『支那重要煤田の現況』

(本文44買付録支那鉄鉱産地11

頁煤田図付鉱山懇話会)刊.

1916年大正5年

4月25目鈴木敏編『宝石誌』(301頁

和田の還暦を祝して鈴木が編著末口

田が発行3月上流の和田の序あり).

5月20目『江戸物語37)』(印とじ

40張80頁挿画40図3月上流のは

和田緯四郎の生涯について現在までにかなりの資料

カミ得られたがまだ不明の点も多く今後それぞれの分

野から補恋わ放けれぱならない.また年譜形式では

表現できないものたとえば年月目のはっきりしない.

事項や記録に残らないものもあるので以下それらの

うちいくつかの重要な事項についてふれておこう.

『地質局事業十年間報告』によれば和田は地質調査事

業巡検として明治19年度に岐阜･福井･滋賀3県下

明治20年度に四国･九州･中国各地明治21年度に宮城

･福島･茨城･千葉･栃木･灘馬･長野･京都･愛知･

三重の府県を視察している.いずれも月目は不明であ

るカミ各年ともかなりの日数を地質調査の指導にあてて

いたことがうかカミえる.全国的な鉱物標本の採集も

このような機会に行肢ったものであろう.明治22年以

降の巡検は鉱山局長兼務のせいもあってしだいに局�
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地的な鉱山を対象とするようになる.'

和田の東京地質学会(現在の日本地質学会)との関係

も年譜に入れられたかったが明治31～32年頃から特別

会員となリ目本地質学会編r当本地質学会吏』(60周

年記念1953)p･3!-32によれば明治38年以降没年ま

で評議員をつとめており会長にこそたらなかったが

地質学会においても指導的位置にあったことがわかる.

また直接表面にはあらわれたいが鉱山懇話会時代

に和田が秋田鉱山専門学校設立に大きく貢献したこと

は特筆すべきであろう.この点については『秋田鉱

山専門学校･秋岡大学鉱山学部50年史』(昭和36年10月)

p..13-18に詳しい.

数多い和田の著書のうち発行年月目未詳のものに

農政関係として『農政意見』(地質局長時代の著書)

『独乙農政要略』『晋国布利隣特大王農政要略』書

誌学関係の写本として『高砂(光悦本写)』『扇の

草紙』その他に『本邦装剣工略誌』(付図譜)

『石笙』(部分復刻)などがある.『石基』は木内

石亭の『奇石産話』をその門下の近藤藤重･釈鳳嶺･谷

泰定が校合したもので和田はその一部を復刻して残し

た.また原稿のままのものに｢論語に於ける孔子及其

教｣がある.

最後に佐々木享氏の調査40)による和田家の系図を示

しておこう.

このうち三男の六郎氏(昭和40年1月12日没)は

かつて大坪砂男のペンネｰムで知られた推理小説家であ

り四男の七郎氏は東京都練馬区桜台2の23に今も御

健在である.(筆者は地質部)
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1)今井功“地質調査事業の先覚者たち地質調査所を築いた

人一利閏維四郎一"地質ニュｰスno.105ユ963p.30

��

今井功『黎明期の日本地質学』ラティス1966p.5(ト75.

2)佐々永享“H本における科学･技術の移殖と外国人一ベル

ツの目記から一"専修大学現代文化研究会会報｢現文研｣

参等28号ユ969p.1一一ユ6.

佐々木享“和囲維西郊一その多彩な生涯と製鉄所の創業"

鉄鋼界1970年7月一秒p.57-64.

往々木享“和田緯四郎小伝(上)"三井金属修史論叢第4

号昭和45年9月p.35-74.

往々木享“和田緯四郎小伝(中)一鉱業条例をめぐってJ

三井金属修史論叢第5号昭和46年4月p.97-130.

佐々木享“和尚緯四郎小伝(下)"三井金属修吏論叢第6

号昭和46年11月p.8…←144.

3)小剛11全之“BriefSketchoftheLatePro£T.Wada,

HonoraryMe皿beroftheInstitute"日本鉱業会誌第

43腸1922年2月.

4)『金石学』の初版発行は従来明治9年とされていたが佐

々木氏の指摘(和田総四郎小伝(上)p.55注33)のよう

に確認の必要がある.筆者は初版本を見ていないので

ここでは序文の明治9年を重視した.

5)原著は且NムU皿ムNN“DieyuIcaninse1.Ooshimamd

楨��湧�故�瑩潮��瑣桲�瑤敲�畴獣�湧��

1og三schenGeseuschaftBd.291877p.364-391.な

おミルンには次の報告がある.J.M皿NE“AVisitto

theVo1canoo壬Oshima"Geo1ogica1Magazinenew

seriesDecadeII∀ol.IVno.VMay1877p.194-199.

6)文部省第六年報明治11年所載.

7)橋爪源太郎･和田緯四郎『静岡県管下伊豆国地質取調報告』

倮�

8)佐々木享“和田維四郎小伝(下)"p.ユ39別掲注2).

9)東京大学第一年報(ユ881年)p.94.本邦における顕微鏡

岩石学の最初の系統的講議として注目される.

ユ0)現在の地質調査所はこの明治15年をもって創立の年とし

ている.

11)巾杓噺太郎“新訳目本地学論文集(14)和囲緯四郎:富士

山雑記"地球第16巻第1号昭和6年p.57.

12)この内容は同題で東京地学協会報告第4年会第3号

明治16年p.1-8に掲載されている.

13)井上積之助編『和固発生追悼会記事』大正11年2月p,48.:

14)題名不詳･比企忠“美濃国産黄正看"地質学雑誌第3

巻p.69による.

15)第3回万国地質学会議(ベルリン)のために日本の地質二

と地質調査所の概要を紹介したもの.

16)｢農商務卿策四回報皆明治十七年｣によれば地質調査

所からこの会議に｢全国地質略図｣｢全国山脈略図｣,

｢全国火山温泉位置及近代地震図J｢全国海浜古今沿革

図｣｢全国鰯カ図｣｢甲斐国土性予察図｣の6図が

出品されている.

17)和周維四郎『地質局事業十年間報告』p.2による.帰

国の月についてこれまで多くの文献では井上旙之助

“地質調査所沿革及事業"(地質調査所報告第3号明治

40年12月p.10)の記載により7月とされていたが7月

では第3回万国地質学会開催の肩付とあわない.�
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!8)大塚専一“磐梯山噴火調査報告"地質要報明治23年第1

号.p･143.この時には地理局より和尚雄治東大よ

り関谷清景･菊地安が独白に調査を行なっている､

19)以下明治25年8月までの巡検･視察旅行の門程は主と

して当時の地学雑誌の会員動向欄による.

20)『東京地学協会沿革誌』昭和5年.p,11による.石岡ヨ

竜次郎“東京地学協会編年史稿"地学雑誌マ｡1.78no.

31969p.10によれば地学会側代表として和田維四郎･

横山又次郎とある.

21)日本鉱業会誌第98甘明治26年4月p.200による.

淀おこの記念舶に付せられた書面にはつぎのように書

かれている.

地質調査所員謹白和田維四郎君足下足下長

地質調査所十余年於戴其間余等随従足下之

左右在公民u被寛大之教訓在私則添患葱之高

誼情殆興骨肉等然足下一朝鮮其職今野不得

親央其容音余等飼昔之乃同僚相議謹呈紀念

金牌一青銅鶴三厘一個是不膜之物難不足敗

報足下余等永表不忠足下之高誼微衷耳足下

請嘉納焉

明治26年4月地質調査所員一同

22)『釜石製鉄所七十年史』昭和30年ユ0月p.28-34.報告

者は鉱山視察特別委員小沢武雄･大塚専一･和困維四郎･

栗原亮一･浅香克孝の5名.

23)小田川全之前掲注3)､約300頁から次る英文目本鉱業

発達吏でシカゴで開かれた万国博覧会に鉱物標本ととも

に出品された.

24)佐々木享“和田維四郎小伝(下)"p,138.前掲注2).

25)この意見書の全文は『商工政策吏』第22巻鉱業(上)

昭和41年8月p.134-135に収録されている.

26)三枝博音･飯田賢一『日本近代製鉄技術発達史一八幡製鉄

所の確立過程一』東洋経済新報杜昭和32年以423.

27)トク･ベルツ編菅沼竜太郎訳『ベルツの目記』第一部下

岩波文庫昭和27年p17.

28)報告の全文は『八幡製鉄所五十年誌』昭和25年11月p.9

-11に収録;

29)小川琢治『一地理学者之生涯』昭和16年p.232.

30)講演内容は同題名で地質学雑誌第10巻p.437-441.

に掲載された.

31)｢Beitr註gezurMinera1ogievonJapan｣no.11905に

再録されている.

32)篠本二郎よりの通信として雑報に掲載.

33)さらに続編として次の2巻カミ東大鉱物学教室から発行され

た.

続第一巻伊藤貞市編輯福地信世“本邦鉱物の形態的研

究"昭和10年p.1-259.

続第二巻伊藤貞市編輯昭和12年p.1-168(52個の鉱

物の形態的研究を収録).

34)小剛11全之前掲注3).

35)鉱山懇話会編『日本鉱業発達吏』下巻昭和7年2月

�����

36)小岡川全之前掲注3).

37)『江戸物語』以下後記の『嵯峨本考』『訪書余録』はい

ずれも国立国会図書館所蔵本によった.

38)足尾鉱毒事件を契機として鉱山懇話会により設立される.

大正9年末をもって閉鎖設備等一切は新設の農商務省燃

料研究所(今日の工業技術院公害資源研究所)に委譲.

前掲注35)p.972-976.

39)昭和8年3月弘文荘の反町茂雄により2分冊として復

刻される.本文篇268頁全1冊の他に第二編旧抄本の

付録｢旧抄影写標本｣42号カミ別冊としてありあわせて当

時の定価で20円の高価本.

盈)佐々木享“和田維四郎小伝(下)"p.136-142前掲注2).

･鉱山地質調査シンポ
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･国際粘土会議

ユ.昭和47年6月25目～30目

㈮�琮����敲�捥

3､マドリｰド(スペイン)

4.TheOrganizingCo工nm,SecciondeGeo1ogia,αudad

��������楨

･日本分光学会

1.昭和47年5月19目(金)～20目(土)

2.昭和47年度目本分光学会通常総会

3.国立教育会館(東京都千代田区霞が関3-2)

4.日本分光学会

5.東京都新宿区百人町3-22-17東京教育大学光学研究所内

目本分光学会留(03)362-7881

日米鉱業大会

1.昭和47年5月24目(水)～5月27目(土)

2.日本鉱業会およびアメリカ鉱山冶金石油技術学会との合同

学術大会

3.東京プリンスホテル

4.日本鉱業会

5.東京都中央区銀座8の5日本鉱業会館

目本鉱業会留(03)572-5091

･日本地学教育学会

1.昭和47年7月31目(月)～8月1目(火)

2.第26回全国大会

3.札幌西高等学校(札幌市琴似町宮の森800番地)

4.日本地学教育学会外3団体

5.北海道札幌市琴似町宮の森800番地

札幌西高等学校地学教室内

目本地学教育学会第26回全国大会事務局

留(011)611-4401

〔注〕開催年月2･会合名3.会場4.主催者

遠絡先(掲翻1度位は原稿到着順)�


